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社会福祉法人やまなみ会 令和元年度 事業報告 

   

  

スローガン 

「支えあい、地域の中で ともに生きる」 

基本理念 

ひとり一人の個性を尊重し、社会参加に向けて、ともに育ち合い、それぞれの

夢や思いを実現する場を目指します。 

 

実施運営について 

 

１． 就労継続支援 B型事業所 やすらぎの家  →サービス提供日 250日 

サービス提供時間 9:00～16:00 

管理者            1名  常勤・兼自立訓練、相談支援 

サービス管理責任者      1名  常勤・兼自立訓練 

職業指導員          1名  常勤 

目標工賃達成指導員      1名  常勤      →非常勤 2～3名 

生活支援員          5名  非常勤     →常勤 2名 

（施設外就労３名  内職補助２名（農業担当も含む） ） 

定員 14名  （定員 20名に検討継続）   →実利用者人数 23.2 名 

 →利用者延べ人数 4076名 

                  →１日あたり全体平均利用者数 16.3名 

                   →施設内利用者延べ人数2911名 

              →１日あたり施設内平均利用者人数 11.6名 

施設外就労の人数の増加、（10→14名まで）  →施設外就労者 8～10名 

                     →施設外延べ人数 1165名 

               →１日あたり施設外就労平均者 4.6名 

施設外就労の協力企業の継続               →継続中 

（現在 月、火、金→スギヤマ電子（株） 水、木→動研（株） 

月～金→OSG（株）） 

  再就職者への支援強  →令和 2年 3月より週に 1日から仕事開始者 1名 

  施設外就労の送迎者の増加 

  工賃向上に向けた取り組み         平均工賃月額 14,406円 

   自主製品の開発（乾燥食品など）・販路の確保    

乾燥野菜等の開発に着手 
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   農福連携の充実（さつまいも、菊芋等にしぼり生産量確保） 

                   里いも 市場出荷 

                 さつまいも 市場出荷、焼きいもなど 

          にんにく、白ネギ、大根、ニンジン、赤大根など生産 

          ブロッコリー、については、害虫等により枯れる 

   自主製品の品質の分析（メンマ、菊芋等の製品） 

            菊芋については、白絹病にて収穫不可 

            平成 30年度借地していた地主より菊芋を頂く 

農業指導者（ボランティア）の確保 → １人専属での対応 

東京の老舗（おいもやさん興伸）との連携調整 

                →保健所の許可を得ることが出来ず断念 

 

２． 自立訓練（生活訓練）事業所 やまなみハウス 

                      →サービス提供日 250日 

サービス提供時間 9:00～15:00 

管理者            1名 常勤・兼就労継続支援 B型 相談支援 

サービス管理責任者      1名 常勤・兼就労継続支援 B型  

生活支援員          1名 常勤        →非常勤 2名 

定員 6名                →実利用者人数  6.4名 

                    →利用者延べ人数 1026名 

                   →1日平均利用者数 4.1名 

実践報告 

  地域活動支援センターの場所（店舗等）の確保継続 

                      →継続しながら検討中 

  プログラムの充実 

                →ボランティアさんを起用し充実を図った 

 

地域活動支援センター基礎的事業、機能強化Ⅲ型への移行検討継続 

管理者            １名 常勤・兼就労継続支援 B 型、日中一時 

生活支援員          ２名 非常勤２名 

 

  進展なし 

３． 日中一時支援事業 

  施設長          1名 常勤 兼務 管理者 

 生活支援員         1名 非常勤 

                         生活支援員で対応 
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４． やまなみ会相談支援事業所         →実人数 92名 

管理者            1名 常勤 兼務就労継続支援B型 自立訓練 

相談支援専門員        3名 常勤１名 非常勤２名 →非常勤 1名 

                       →延べ支援回数 2929回 

        

  相談支援体制の充実（相談員人数の確保）    

→令和 2年度 3名（生活支援員と兼務） 

  精神科病院との連携強化 

        →連携精神病院 京ヶ峰岡田病院、可知記念病院、

岩屋病院、豊川市民病院、新城市民病院、羽栗病院

など 

  地域移行、地域定着支援の増加  

→地域移行 令和 2年 1月より 1名支援開始 

             →地域定着 平成 30年 6月より 1名継続 

  ピアサポーターの配属検討 

         →岩屋病院より患者さんが来所 ピアサポーター4名対応 

         →豊川保健所 家族教室 講師 1名 

         →家庭訪問同行 1名 

全体的な取り組み 

  職員研修の充実（新城福祉会合同研修の実施の継続など）→継続中 

  就業規則・給与規程・旅費規程の変更      →令和 2年度繰り越し 

施設整備（課題検討と基本設計）       

  →プロポーザル方式により業者決定 

 

厨房の検討（自主製品の検討）  →令和 2年度引き続き検討 

平成 28年度より継続実施予定ホームぺージ作成 →実施開始 

利用者への研修、レクリエーションの充実   

         

      →利用者への研修 

・上手なお金の使い方、消費トラブルに巻き込まれないために 

         金融広報アドバイザー 松井 環氏 

       ・精神科医との座談会   浅尾 拓郎医師  

        

       ・障害福祉サービス・障害者差別解消法について 

         新城市福祉課     河村 善章氏 など 
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       レクリエーション 

        ミーティング  

        南新家族会とのバーベキュー 

        南新家族会との懇親旅行  ㏌駒立ぶどう園 

        鳳来寺山、ナナガーデン（豊川）、など 

 

『令和元年度事業報告には、「社会福祉法施行規則第２条の２５第３項に規

定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないの

で作成しない。 

 令和２年６月 社会福祉法人やまなみ会』 


